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徳島市民病院だより徳島市民病院だより

胃
が
ん
は
肺
が
ん
に
次
い
で
日
本
人
に
多
い
が
ん
で
す
。

徳
島
県
で
も
年
間
約
３
０
０
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
近

年
は
検
診
の
普
及
や
内
視
鏡
検
査
の
発
達
に
よ
り
早
期
に

発
見
さ
れ
る
割
合
が
増
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
リ
ン
パ
節

転
移
の
な
い
早
期
胃
が
ん
で
は
、
胃
の
表
層
を
切
除
す
る
だ

け
の
内
視
鏡
手
術
で
根
治
で
き
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
て
お

り
、
内
視
鏡
的
粘
膜
下
層
剥
離
術
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

内
視
鏡
手
術
は
病
変
が
浅
く
、
リ
ン
パ
節
に
転
移
し
て
い

る
可
能
性
が
極
め
て
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
早
期
胃
が
ん
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
胃
が
ん
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
そ

の
適
応
は
リ
ン
パ
節
転
移
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
腫
瘍
が
一
括

切
除
で
き
る
大
き
さ
と
部
位
に
あ
る
こ
と
、
具
体
的
に
は
大

き
さ
が
２
㎝
以
内
で
、
が
ん
が
粘
膜
内
に
留
ま
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
、
病
理
組
織
が
分
化
型
と
い
わ
れ
る
が
ん
で
、
潰

瘍
を
伴
っ
て
い
な
い

腫
瘍
と
さ
れ
て
い
ま

す 

（
最
近
で
は
さ
ら

に
大
き
な
サ
イ
ズ
の

が
ん
に
も
適
応
拡

大
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
）。
通
常
の
内
視

鏡
検
査
時
と
同
様

に
口
か
ら
内
視
鏡
を

入
れ
て
、
モ
ニ
タ
ー

に
映
し
出
さ
れ
る
映

像
を
も
と
に
内
視
鏡

を
通
し
た
器
具
を
用

い
て
治
療
を
行
い
ま

す
。
治
療
は
鎮
静
剤

で
眠
っ
た
状
態
で
行
い
ま
す
。

内
視
鏡
を
用
い
た
治
療
に
は
従

来
か
ら
内
視
鏡
的
粘
膜
切
除
術
と

い
う
病
変
に
ル
ー
プ
状
の
ワ
イ

ヤ
ー
を
か
け
て
し
ぼ
り
、
高
周
波

電
流
を
流
し
て
焼
き
切
る
方
法
が

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
た
だ
し
、

こ
の
方
法
で
は
サ
イ
ズ
の
大
き
な

腫
瘍
や
潰
瘍
瘢
痕
を
伴
う
例
で
は
治
療
が
困
難
で
し
た

が
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
は
こ
の
よ
う
な
病
変
に
も
対
応
可
能
で
、

一
括
切
除
が
で
き
ま
す
。

Ｅ
Ｓ
Ｄ
で
は
ま
ず
病
変
の
範
囲
が
認
識
で
き
る
よ
う

マ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。
病
変
周
囲
の
粘
膜
を
切
開

し
、
次
に
粘
膜
下
層
を
直
接
観
察
し
な
が
ら
剥
離
し
て

切
除
し
ま
す 

（
左
図
）。
最
終
的
に
は
、
切
除
し
た
病
変

の
厳
密
な
病
理
検
査
で
治
療
の
根
治
性
を
判
断
し
ま
す

の
で
、
正
確
な
診
断
の
た
め
に
病
変
を
一
括
切
除 

（
一

つ
の
塊
と
し
て
切
除
す
る
こ
と 

） 

が
極
め
て
重
要
で
す
。

が
ん
が
取
り
切
れ
て
い
れ
ば
治
療
終
了
と
な
り
ま
す
が
、

病
理
診
断
の
結
果
、
が
ん
が
粘
膜
を
超
え
て
広
が
り
、

リ
ン
パ
節
転
移
の
可
能
性
が
疑
わ
れ
れ
ば
、
外
科
的
治

療 （
追
加
手
術
） 

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

偶
発
症
と
し
て
は
、
出
血 （
輸
血
を
要
す
る
頻
度
は
３

～
４
％
）、
穿
孔 （
１
～
５
％
） 

が
主
で
す
。

胃
が
ん
の
内
視
鏡
的
治
療
は
外
科
的
手
術
に
比
べ
侵

襲
が
低
く
、
負
担 

の
少
な
い
治
療

で
す
が
、
あ
く
ま 

で
も
リ
ン
パ
節

転
移
の
な
い
早

期
胃
が
ん
が
対

象
で
す
。

早
期
発
見
の

た
め
に
は
定
期

的
な
内
視
鏡
検

査
を
積
極
的
に

受
け
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

昨年10月1日、ピンクリボン点灯式が開催され、病
院北側に鮮やかなピンクリボンが浮き上がりました。

10月19日（日曜日）には当院にて、「ジャパンマン
モグラフィーサンデー」行事の一環として乳がん検診
を実施し、20人が受診しました。

ピンクリボンフェスティバル2014

がん

液体

早
期
胃
が
ん
に
対
す
る
内
視
鏡
的
粘
膜
下
層

剥
離
術（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）に
つ
い
て

徳
島
市
民
病
院

内
科

大
喜
田
義
雄

岸 

史
子

中
村
文
香

ESD（内視鏡的粘膜下層剥離術）
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徳
島
市
民
病
院
の

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
の
歴
史
は
古
く
、

昭
和
43
年
に
開
始
さ

れ
今
年
で
、
47
年
目

に
な
り
ま
す
。
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
が
国

家
資
格
と
し
て
制
定
さ
れ
た
の
が
昭
和
40
年
な
の

で
、
ま
だ
、「
リ
ハ
ビ
リ
」
と
い
う
言
葉
が
一
般

的
で
な
く
認
知
度
の
低
い
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
き

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

開
始
当
初
は
、「
整
形
外
科
機
能
訓
練
室
」
と

し
て
整
形
外
科
に
属
し
、
理
学
療
法
士
１
人
か
ら

ス
タ
ー
ト
。
そ
の
後
、
徐
々
に
人
数
が
増
え
、
私

が
就
職
し
た
平
成
３
年
に
は
、
理
学
療
法
士
４
人

で
治
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
新
病
院
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
が
新
た
に
配
置
さ
れ

平
成
20
年
２
月
、
新
病
院
開
院
時
に
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
（
現

中
野
俊
次
総
括
部
長
）
と

し
て
独
立
。
同
年
４
月
に
は
、
理
学
療
法
士
５
人
、

作
業
療
法
士
２
人
、
言
語
聴
覚
士
２
人
に
増
員
さ

れ
少
し
ず
つ
体
制
が
整
っ
て
き
ま
し
た
。

新
病
院
で
は
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
が
新
設

さ
れ
た
た
め
、
発
症
後
・
手
術
後
早
期
か
ら
急
性

期
病
棟
で
リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
が

リ
ハ
ビ
リ
病
棟
へ
転
棟
し
、
自
宅
退
院
に
向
け
引

き
続
き
リ
ハ
ビ
リ
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

流
れ
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
紹
介
元
の
病
院
、
自
宅
近
辺
の
病
院
へ

転
院
さ
れ
る
場
合
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が

地
域
連
携
病
院
と
密
に
連
絡
を
取
り
、
患
者
さ
ん

に
情
報
を
提
供
し
、
医
師
、
看
護
師
、
リ
ハ
ビ
リ

部
門
も
診
療
情
報
提
供
書
を
作
成
す
る
こ
と
で
、

途
切
れ
な
い
医
療
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

で
は
、理
学
療
法
（
Ｐ
Ｔ
）、作
業
療
法
（
Ｏ
Ｔ
）、

言
語
聴
覚
療
法
（
Ｓ
Ｔ
）
と
は
ど
う
い
う
も
の
で

し
ょ
う
か
。

理
学
療
法
は
、
麻
痺
や
骨
関
節
の
障
害
等
に
対

し
て
運
動
機
能
の
改
善
、
移
動
動
作
、
歩
行
訓
練

等
を
行
い
、
ま
た
呼
吸
訓
練
を
行
っ
た
り
活
動
性

が
低
下
し
た
患
者
さ
ん
に
対
し
て
、
筋
力
や
体
力

の
改
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
下

肢
装
具
の
評
価
、
歩
行
補
助
具
の
提
案
な
ど
も
行

い
ま
す
。

次
に
作
業
療
法
は
、
作
業
活
動
を
通
し
て
、
身

体
や
上
肢
機
能
、
精
神
的
側
面
、
日
常
生
活
・
家

事
動
作
な
ど
の
回
復
・
維
持
を
図
る
リ
ハ
ビ
リ
の

一
つ
で
す
。
手
工
芸
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
食

事
・
排
泄
・
更
衣
・
入
浴
・
炊
事
・
洗
濯
な
ど
の

安
全
で
効
率
的
な
方
法
の
検
討
・
練
習
や
福
祉
用

具
の
紹
介
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
言
語
聴
覚
療
法
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
障
害
や
、
飲
み
込
み
の
問
題
に
対
し
て
機

能
回
復
・
維
持
を
図
る
リ
ハ
ビ
リ
で
す
。
脳
卒
中

の
失
語
症
で
は
、
話
す
・
聴
く
・
読
む
・
書
く
等

の
練
習
を
行
い
ま
す
。
ろ
れ
つ
が
回
ら
な
い
、
声

が
出
し
に

く
い
等

の
症
状
で

は
、
顔
・

口
・
舌
の

運
動
機
能

を
高
め
、

声
や
発
音

の
改
善
を

目
的
と
し

た
リ
ハ
ビ

リ
を
行
っ

て
い
ま

す
。ま
た
、

安
全
に
食

事
が
で
き

る
よ
う
な
訓
練
も
し
て
い
ま
す
。

当
院
で
は
、
整
形
外
科
・
脳
外
科
・
外
科
・
内
科
・

泌
尿
器
科
・
小
児
科
・
婦
人
科
と
多
岐
に
渡
る
患

者
さ
ん
の
リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
も
、
特
に
整
形
外
科
疾
患
に
対
す
る
リ
ハ
ビ
リ

が
約
６
割
と
多
数
を
占
め
て
い
ま
す
。
早
期
離
床

を
目
標
に
、
手
術
前
、
発
症
後
・
手
術
後
早
期
（
手

術
後
翌
日
・
２
日
目
）
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
を
開
始
し

て
い
ま
す
。
現
在
、
理
学
療
法
士
10
人
、
作
業
療

法
士
２
人
、
言
語
聴
覚
士
２
人
の
計
14
人
で
、
患

者
さ
ん
の
機
能
改
善
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
（
日
常
生
活
動
作
）

改
善
か
ら
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
の
向
上
を
目
標

に
日
々
取
り
組
ん
で
い
る
次
第
で
す
。

ま
た
、
リ
ハ
ビ
リ
部
門
の
院
内
で
の
活
動
と
し

て
は
、
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
が
、「
が
ん

サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
」
の
一
員
と
し
て
他
職
種
と
の

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
参
加
し
、
が
ん
患
者
サ
ロ
ン

で
は
運
動
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
教

室
で
も
運
動
療
法
を
患
者
さ
ん
に
指
導
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
今
年
度
、「
呼
吸
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
」

が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
医
師
・
看
護
師
・
臨
床
工
学

技
士
を
含
め
た
チ
ー
ム
で
の
人
工
呼
吸
器
装
着
患

者
に
対
す
る
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。
Ｎ
Ｓ

Ｔ
（
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
）
で
は
言
語
聴
覚
士

が
栄
養
支
援
を
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
超
高
齢
化
社
会
に
突
入
し
、
リ
ハ
ビ

リ
が
必
要
な
人
が
増
え
る
こ
と
は
必
然
で
す
。
国

民
の
２
～
３
人
に
１
人
は
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い

る
„
が
ん„

に
し
て
も
„
が
ん
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン„

が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
院
は
、

平
成
22
年
に
「
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
」

に
指
定
さ
れ
、
平
成
27
年
４
月
に
「
が
ん
セ
ン

タ
ー
」
が
設
立
さ
れ
る
予
定
で
す
。
現
在
、
医
師
・

看
護
師
・
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
が
、
„
が
ん
の
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン„

の
研
修
を
受
け
体
制
を

整
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
は
、「
思
い
や
り
・
信
頼
・
安
心
」
と
い

う
当
院
の
理
念
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
患
者
さ
ん

に
満
足
度
の
高
い
リ
ハ
ビ
リ
が
提
供
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
く
考
え
で
す
。

	 徳島市民病院だより	 第３号

理
学
療
法
士

土
田

敬

登録医医療機関を
掲示しました★

当
院
の

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

部
門
に
つ
い
て

共同診療登録医医療機関の一覧を１階
ロビーに掲示しました。

徳島市民病院は、地域の医療機関と密
な連携をとりながら、地域医療の向上に
努めています。

301機関 344名（平成27年1月現在）
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	 徳島市民病院だより	 第３号

昨年４月から研修医としての生活が始
まり 8 ヶ月以上経過し、毎日様々なことを
経験、勉強させていただいています。

さて、今私は研修医として市民病院にお世話になってい
ますが、3 月までは大学の学生でした。大学では 6 年間にわ
たって様々な医学の講義や実習を受け、一応はある程度の
水準に達したということで卒業を許され、医師国家試験を
受験、合格し、晴れて研修医となって現在に至ります。

私は徳島大学を卒業したのですが、同学年には大体 100
人の学生がいました。卒業後は、北海道から沖縄までそれ
こそ全国色々なところで研修医として研鑽を積んでいるこ
とと思います。研修を２年終えたら外科や内科、整形外科
といった自分が最も興味のある科を選択し、その分野の専
門家になるべくさらに経験を重ね、一人前の臨床医になっ
ていく。これが大多数、むしろほぼすべての医学生、研修
医の進路になるかと思います。しかしながら、医者として
臨床に携わる以外にも進路があります。それは医学研究者
になるという進路です。

医学は大まかには臨床と研究に分かれており、臨床は病
気の治療を行ういわゆるお医者さんで、直接患者さんを対
象としています。一方で、研究は人の体はどういう構造な
のか、どうやって動いているのか、また、病気になったと
きにはどんな異常が出てくるのか、その原因は何なのか、
といった仕組みを対象としています。

現在治療法のない病気を治せるようにする、進行を食い

止める、そういったことを可能にするのが医学研究です。
最近の例としては、2012 年にノーベル賞を受賞された山中
伸弥先生が研究、開発した iPS 細胞が有名です。iPS 細胞は
ほとんどすべての細胞になることができる万能細胞であり、
様々な病気の治療、研究に応用できると期待されています。
昨年９月には iPS 細胞を使って目の網膜組織を再生し、視
力が低下した加齢黄斑変性の患者さんの視力を回復させる
ことに成功しました。加齢黄斑変性は根本的な治療法はな
く、視力を回復させるのは難しいと考えられており、画期
的な治療法になりうる可能性があります。現在使われてい
る薬や治療法も医学研究の成果であり、臨床はもちろん大
事ではありますが研究がなければ医学の進歩はありません。

私は研究者になることを将来の進路の１つとして考えて
います。臨床も研究も最終的に目指すところは患者さんの
病気を治すことであり、２年間の研修を通してどのような
治療が臨床で行われているのか、患者さんはどういったこ
とに困っているのか、現在の医学では何が出来ないのか、
といった様々なことを広く学びたいと考えています。

リ
レ
ー
・
フ
ォ
ー
・
ラ
イ
フ
と
く
し
ま
２
０
１
４
（
主
催
：
公
益
財
団
法
人

日
本
が
ん
協
会
／
リ
レ
ー
・
フ
ォ
ー
・
ラ
イ
フ
と
く
し
ま
２
０
１
４
徳
島
実
行

委
員
会
）
が
昨
年
10
月
4
日
～
5
日
に
徳
島
市
東
新
町
商
店
街
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
リ
レ
ー
・
フ
ォ
ー
・
ラ
イ
フ
は
、が
ん
征
圧
を
目
指
し
が
ん
患
者
や
家
族
、

支
援
者
ら
が
共
に
24
時
間
交
代
で
歩
く
事
で
勇
気
と
希
望
を
分
か
ち
合
う
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

徳
島
市
民
病
院
も
、
緩
和
ケ

ア
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
を
中

心
に
た
く
さ
ん
の
ス
タ
ッ
フ

が
参
加
し
ま
し
た
。

リ
レ
ー
フ
ォ
ー
ラ
イ
フ

医者だけじゃない
研修医の進路

臨床研修医 丸山 悟史

リレー版 研修医日記

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

市民病院チームも
リレーウォークをスタート

皆さんのご協力のもと、今年もリレーウォーク
やりとげることができました♥

トクシィちゃんも参加
大人気♥

（次回予告）研修医 張先生日記
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寝
て
も
、
覚
め
て
も

早
い
も
の
で
40
年
近
く
サ
ッ
カ
ー

に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
現
在
は
、
地

元
小
学
校
で
サ
ッ
カ
ー
の
コ
ー
チ
を

し
て
い
る
。
気
の
せ
い
か
サ
ッ
カ
ー

好
き
の
子
供
た
ち
が
増
え
た
よ
う
に

思
う
。

子
供
た
ち
と
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
の
は
、
と
て
も
お
も
し
ろ
い
し
、

と
て
も
む
ず
か
し
い
。な
ま
け
も
の
の
自
分
の
こ
と
を
棚
に
あ
げ
て
、

「
一
生
懸
命
に
す
る
！
」「
チ
ー
ム
の
た
め
に
す
る
！
」
こ
と
を
語
っ

て
い
る
。
し
か
し
、こ
れ
が
ま
っ
た
く
伝
わ
ら
な
い
。
子
供
た
ち
は
、

グ
ラ
ン
ド
の
ボ
ー
ル
よ
り
も
地
面
の
虫
け
ら
に
興
味
を
持
ち
、
視
線

は
コ
ー
チ
で
は
な
く
お
母
さ
ん
に
釘
付
け
で
あ
る
（
笑
）。

こ
れ
か
ら
も
、
子
供
た
ち
に
遊
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
に
感
謝

し
、
大
好
き
な
サ
ッ
カ
ー
に
ず
っ
と
か
か
わ
っ
て
い
き
た
い
、
と
い

う
の
が
私
の
大
き
な
夢
で
あ
る
。

経
営
企
画
課
長

井
内

康
夫

徳島新聞社を定年退職後、縁あって昨
年 12 月から当院でお世話になっています。
まだまだ戸惑うことが多いですが、職場
の皆さんと一緒に当院の効果的な広報活
動について知恵を絞っているところです。

ところで、ご存じの方もいると思いま
すが宮城県立こども病院の玄関ホールに絵本「おおきなかぶ」
のブロンズ製レリーフが掲げられています。おじいさんやお
ばあさん、孫娘に加え、犬や猫らも一緒になってかぶを引き
抜こうとしている場面です。

レリーフの製作者は、挿絵を描いた同県出身の彫刻家・佐
藤忠良。かぶは「病巣」を意味しており、皆で力を合わせれ
ば取り除けるとのメッセージでもあり、レリーフに見入った
り、触れたりする親子も少なくないとか。

当院にも様々な病を抱えた人が訪れます。その一人一人に
寄り添い、全力で治療に当たるスタッフや職員を目の当たり
にし、自分も誠実に仕事と向き合っていく決意です。

マザークラス♥
市民病院では、がんと向き合う

患者さんが自由に話し合える場
所があります。

参加してみませんか？
日時：毎月第４木曜日 14：00 ～
場所：11階 患者支援センター
問い合わせ先：

１階 がん相談支援センター
088-622-5121（内2119）

がんサロン❖

糖尿病について興味のある方
は是非ご参加ください。一緒に糖
尿病について勉強しましょう♪
お待ちしています☆
日時：毎週火曜日 14：00 ～ 15：00
場所：１階 栄養相談室

※診察などの都合により変更
することがあります。

糖尿病教室★

お知らせコーナーお知らせコーナー

PUSH講習ってご存知ですか？
当院では、病院・学校等で胸骨圧

迫（心臓マッサージ）とAEDの使い
方をわかりやすく体験できる出前
授業をしています。

胸をPUSH、AEDをPUSH、あな
たの背中をPUSHしましょう。
対象：医療機関の方々

子どもも含めた市民の皆さん
時間：90分
講師：猪子美由紀（日本DMAT隊員）他

救急救命教室♣
30年以内に70％の確率で発災する

だろう南海トラフ地震。医療機関、医
療従事者はどのような役割を担わな
くてはいけないか？そこで災害時派
遣医療チーム（DMAT）を保有する当
院では、災害医療の概論やトリアージ

（疾患の程度で治療の優先順位を決め
る事）などを、出前授業しています。
対象：医療機関の方々、市民の皆さん
時間：1時間×２回
講師：森田敏文（日本DMAT隊員）他

開催時間

場所：地下１階 講義室
開催日：第２・第４火曜日
持参物：母子手帳、病院パンフレット（すてきな妊娠・出産）
申し込み方法：産婦人科外来にある参加申し込み書に必要

事項を記入し、申し込んでください。

クラス

Aクラス

Bクラス

時間
10：00

～

12：00
14：00

～

16：00

災害医療出前授業♠

内容

お産の経過、ソフロロジー分娩
エクササイズ、呼吸法

入院の時期と方法、おっぱいについて
病棟見学、分娩台体験

対象

妊娠20週以降の方

Aクラスを受講した
妊娠32週以降の方

問い合わせ先：事務部管理課庶務担当
℡088-622-9323 E-Mail kanri@hosp.tokushima.tokushima.jp

みなさん ヨロシク
ひ
と
り
ご
と

広報管理室長 岩本 正光
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